
第２回宇治市水道事業経営審議会

議事１ 現水道ビジョンの中間見直し

１ 中間見直しの概要

２ 建設投資の具体的な内容

３ 各種推計値の評価

４ 中間見直しの評価
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１ 中間見直しの概要
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• 平成２６年度から平成２７年度にかけて、現計画の
中間見直しを実施（現計画の計画期間は平成２２年
度から令和元年度）

• 中間見直しでは、建設改良計画およびアセットマネ
ジメント計画より、中長期にわたる建設計画を概略
的に把握

【水道事業におけるアセットマネジメント】

中長期的財政収支に基づいて施設の更新等を計画的に実施することによって、
持続可能な水道を実現していくことを目的とし、長期的視点から施設のライ
フサイクル全体にわたって効率的かつ効果的に施設の管理・運営をすること



１ 中間見直しの概要
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• 平成２７年１１月に宇治市水道事業経営審議会
から施設の整備について、「平成２８年度から
令和元年度の４年間にかけて必要と見込まれる
建設事業費４５億７９００万円の財源を適切に
確保し、事業に取り組むべき」と答申をいただ
いた

• 建設投資の実現を目的として、平成２８年４月
より料金改定を実施

料金改定率 １４．４％



２ 建設投資の具体的な内容
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• 平成２８年度から令和元年度の４年間の中間年の
平成３０年１０月時点の事業の進捗状況では、４
年間の総事業費は約４７億円の見込みである



２ 更新投資の具体的な内容
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建設投資の効果

• 耐震化関連指標は増加（改善）傾向



３ 各種推計値の評価
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図1 行政区域内人口の推計値と実績値 図2 有収水量の推計値と実績値

• 行政区域内人口および有収水量の評価

人口減少に伴い、有収水量が減少傾向で推移

推計値よりやや減少

推計値よりやや減少

【有収水量】年間の総給水量のことであり、料金収入の対象となった水量



３ 各種推計値の評価
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図3 営業収入の推計値と実績値 図4 営業費用の推計値と実績値

• 営業収入および営業費用の評価

長期前受金計上により営業収入が約２億円増加

その他の費目において、大きな誤差は生じていない

推計値より増加 推計値と乖離なし

【長期前受金】建物や機械設備などを取得したとき、その財源に国庫補助金等が充
当される場合に、国庫補助金等は収入として一括計上せず、資産の耐用年数にわ
たって分割して計上される。その分割された収入を長期前受金戻入という



３ 各種推計値の評価
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• 資金残高と企業債残高の評価

資本的収入として出資金が増加し、資金残高が増加

企業債発行額を抑えたことで企業債残高が減少

図5 資金残高の推計値と実績値 図6 企業債残高の推計値と実績値

推計値より改善

推計値より改善

【資本的収入】企業債、出資金、国庫補助金などを計上する。一方、資本的支出に
は建設改良費、企業債償還金などを計上する

【出資金】水道事業会計の経営基盤を安定させるため、一般会計や他の特別会計か
ら繰り入れられる金額のこと。国から示されている繰出基準の範囲内で出資される



４ 中間見直しの評価

• 平成２８年度から令和元年度にかけ約４７億円
の建設投資を実施する見込み、令和２年度には
約１３億円の継続事業を予定

• 料金改定の影響や出資金の増加と企業債発行の
抑制により経営状況はやや改善傾向

• 財政見通しは会計制度改正の影響による差等は
あるが、概ね妥当な推計結果

• 今回見直しの水需要予測や財政収支予測では、
現行会計制度に合致した推計としたうえで、中
間見直しと同等の方法で将来推計をする
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